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出生数の減少と職場でのジェンダーギャップ
厚生労働省の報告によると，日本の出生数は第二次

ベビーブーム以降年々減少し，2023 年には 75 万 8,631

人と過去最少となった．この数値は当初 2035 年の推

計値であったが，想定よりも 10 年以上早く少子化が

進んでいるとのことである．さらに，最近は個人個人

が自分の生き方を大切にする傾向が強くなったため

か，婚姻件数も減少し，2023 年には 50 万件を下回った．

結婚する相手との出会い方にも大きな変化が起きている．これまで主流であった恋愛結婚は大き

く減少し，SNS やマッチングアプリなどインターネットでの出会いが契機となったカップルの比率

が急増しているとNHKのニュースでもみたことがあり，昭和世代の私とは違って社会環境や価値

観に大きな変化がみられている．この新しい社会現象に対して，多くの自治体が子育てや婚活への

取り組みに注力し始めている．特に最近注目を浴びているのが，人工知能（AI）を活用したマッチ

ングシステムである．携帯アプリからいろいろな条件を入れるだけで，自分にマッチした相手をAI

が自動的に選んでくれる，まさに携帯世代の若者には大うけする手法である．2025 年には出生数が

さらに大幅に減少する可能性があるとされており，この背景には，夢のある将来の生活が若者には

イメージできないことに加えて，職場でのジェンダーギャップの問題があるとの意見もある．

最近の学会では必ずと言ってよいほど特別企画で取り上げられている「医師の働き方改革」や

「女性のキャリアアップ支援」であるが，女性医師の講演の中での「職場に戻って働きたいと考え

る女性は多いが，働きながら家庭内の家事や育児，介護を引き受けざるをえず，結果的にこれらが

女性の職場復帰への意欲を低下させ，機会を奪ってしまう．職場でのジェンダーギャップをなくし

ていくことが何よりも必要で，男女がともに家事・育児をして働くことができ，お互いに支えてい

く職場環境を整備していくことが必要だ」との言葉が印象的であった．

� （船 橋 公 彦）
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